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「各
部
活
動
結
果
」

第
四
十
代
国
長
挨
拶

大
阪
工
業
大
学
應
援
国

国

長

中
本寸
友
貝ll

秋
も
深
ま
り
、
風
が
冷
た
く
感
じ
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
街
の
通
り
に
は

ク
リ
ス
マ
ス
の
準
備
が
目
に

つ
き
、

人
々
の
動
き
は
日
増
し
に
慌
た
だ
し
く

感
じ
ら
れ
ま
克

槻
て
、
我
が
大
学
の
■
園
祭
で
あ
る

「城
北
祭
」
か
ら
早
一
ケ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
人
間
誰
も
が

一
生
に
於
い
て
、

強
烈
に
感
動
す
る
事
が
幾
度
か
あ
る
と

思
い
ま
克

特
に
、
学
生
生
活
を
送
る

我
々
に
と
つ
て
、
そ
の
機
会
は
多
分
に

あ
り
、
学
園
祭
は
そ
の
中
の

一
つ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
残
念
な
こ
と
に
今

年
も
学
生
達
の
参
加
が
少
な
く
な
り
、

参
加
し
て
い
る
学
生
は
、
ク
ラ
ブ
生
が

目
立
つ
て
い
ま
克

是
衣

来
年
一学そ

は
、
積
極
的
に
学
園
祭
に
参
加
を
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ク
ラ
ブ
生
達
は
、
学
園

祭
だ
け
で
な
く
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
知

つ
て
い
ま

す
か
？
例
え
ば
、
大
学
内
の
空
き
缶

・

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

で
す
。
こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
教
育

研
究
会
が
宰
先
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
空
手
道
部
は
、
本
年
度
団
体

の
部
で
全
国
大
△
本
出
盪

今
気

設
立

さ
れ
た
テ
コ
ン
ド
ー
部
は
、
三
嘉
も
全

国
大
会
進
出
と
な
つ
て
お
り
、
最
近
の

ク
ラ
ブ
の
成
績
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
、
我
々
應
援
団
も
大
変
う
れ
し

く
思
つ
て
い
ま
す
ｏ
も
ち
ろ
ん
、
普
段

の
練
習
の
成
果
が
発
揮
で
き
ず
、
悔
し

い
思
い
を
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま

克
し
か
し
な
が
ら
、
成
績
の
有
無
を
問

わ
ず
、
断
え
間
の
な
い
努
力
を
続
け
る

事
の
意
義
は
自
己
の
向
上
を
計
る
上

で
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま

克

一凡
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
以
外
で
も

身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母

校
の
看
板
を
背
負
っ
て
活
動
す
る
こ
と

は
、
他
に
も
得
る
も
の
が
多
い
と
言
え

ま
克

私
は
、
学
生
の
皆
様
が
工
大
の

何
れ
か
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
今
か
ら
で

は
、
遅
い
と
思
う
の
は
大
間
違

い
で

す
。
ク
ラ
ブ
で
の
先
輩

・
後
輩
と
の
上

下
関
係

・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、

ま
た
格
闘
技
な
ら
ば
勝
利
の
喜
び
、
文

化
系
な
ら
ば
導
成
感
な
ど
、
得
る
も
の

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
受
験

戦
争
を
乗
り
越
え
、
手
に
入
れ
た
四
年

間
だ
か
ら
こ
そ
有
意
義
な
学
生
生
活
を

様

テ

ベ
き
だ
と
思
い
ま
克

最
後
に
我
々
應
援
団
は
、
今
年
で
結

成
四
十
周
年
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三

十
人
年
に
應
壕
堕
結
成
準
備
委
［具
イ
と

し
て
発
足
さ
れ
て
本
年
度
ま
で
、
そ
の

精
神
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
大
学
の
繁
栄
の
た
め
、

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

克
ま
た
、
学
生
の
皆
様
が
勉
学
だ
け
で

な
く
、
自
己
の
確
立
の
た
め
に
幅
広
く

活
動
さ
れ
る
事
を
望
み
ま
す
。

坦
園曰′

應

援

国

国

員

我

々
應
援
国
で
は
、
幅
広
く
活
動
す
る
た
め
学
年

を
問
わ
ず
国
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

大
阪
工
業
大
学
應
援
国

詳
細
は
、
應
援
回
□
員
又
は
、
日
室

（部
室
セ
ン
タ
１
４
Ｆ
）
迄

「有
意
義
な
学
生
生
活
を
！
」

大
阪
工
業
大
学
應
援
国
　
監
督

水ヽ
　
田
　
日日
　
宏

私
は
、
昭
和
二
十
四
年
度
の
団
長
を

し
て
お
り
ま
し
た
永
田
昌
宏
と
申
し
ま

す
。
そ
の
頃
に
生
ま
れ
ら
れ
た
子
供
達

が
、
丁
度
大
学
を
卒
業
す
る
年
齢
に
な

る
事
を
考
え
ま
す
と
、
本
当
に
年
月
の

経
過
を
早
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

我
々
の
卒
業
し
た
年
代
は
い
わ
ゆ
る

バ
ブ
ル
経
済
前
で
、
就
職
が
余
り
芳
し

く
な
か
つ
た
時
期
で
あ
り
ま
し
た
Φ
し

か
し
な
が
ら
、
当
時
は
未
だ

一
般
的
に

は
咎
身
雇
用
制
で
あ
り
、
雇
用
は
安
定

し
て
い
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
昨
今

は
構
造
不
況
な
ど
と
呼
ば
れ
、
就
職
難

に
加
え
て
雇
用
が
不
安
定
で
、
こ
れ
か

ら
就
職
を
迎
え
ら
れ
る
学
生
の
皆
さ
ん

に
は
、
大
変
厳
し
い
社
会
状
況
が
待
ち

受
け
て
い
ま
す
。

企
業
に
於
い
て
も
人
材
を
育
て
る
時

間
的
な
余
裕
は
少
な
く
、
即
戦
力
を
求

め
て
お
り
、
今
も
昔
も
そ
う
で
す
が
、

今
年
の

「大
半
基
本
（城
北
祭
）
」
の

中
で
、
学
研
系
ク
ラ
プ
に
よ
る

「工
学

祭
」
で
は
、
展
示
の
方
法
な
ど
に
工
夫

を
疑
ら
し
て
中
身
も
充
実
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
芸
術
系
の
ク
ラ
ブ
に
よ
る

蛋
的
ｇ
⊂
ア
ー
ト
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
充

実
し
て
い
ま
し
た
。
作
品
の
数
が
多
け

れ
ば
な
お
良
か
つ
た
と
の
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
審
査
さ
れ
た
先
生
方
や
ご
父

母
の
皆
さ
ん
は
、
部
員
の
熱
心
な
説
明

に
つ
い
つ
い
問
き
入
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。
中
庭
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
音

楽
系
の
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
や
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
演
技
に
盛

り
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。
伝
統
あ
る

「演
武
祭
」
で
も
、
出
場
さ
れ
た
各
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

る
様
子
が
目
に

つ
き
ま
し
た
。
枚
方

キ
ヤ
ン
パ
ス
の
北
山
祭
で
は
、
今
年

一

万
∧
千
人
の
参
加
者
で
フ
リ
ー

マ
ー

ケ

ツ
ト
な
ど
は
大
変
な
賑
わ
い
で
し

た
。
城
北
祭
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ツ
ト
は

寂
し
い
感
じ
で
し
た
が
、
４
日
間
で
入

場
者
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
始
め
た

一
九
九

九
年
以
降
で
過
去
最
高
の
六
〇
〇
〇
人

「後
期
優
秀
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
」

大
阪
工
業
大
学
学
生
部
長

北

条

勝

彦

先
生

大
学
で
何
を
学
び
何
を
経
験
し
会
得
を

し
た
か
、
が
人
事
採
用
の
判
断
の
一
つ

に
な
つ
て
い
る
様
で
あ
り
ま
す
ｏ
学
問

は
大
学
で
授
業
を
受
け
、
研
究
等
を
す

る
事
に
よ
つ
て
身
に
付
く
も
の
で
す

が
、
人
間
と
し
て
の
質
の
向
上
、　
つ
ま

り
ね
ば
り
強
さ

（忍
耐
力
）
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク

（協
調
性

・
責
任
感
）
、
や
る

気

（覇
気

・
自
主
性
）
な
ど
は
大
学
の

授
業
以
外
で
学
び
会
得
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
克

そ
れ
の
近
道
が
ク
ラ

ブ
活
動
へ
の
参
加
で
あ
り
ま
克

ク
ラ

ブ
活
動
は
、
自
己
の
精
神
修
養
だ
け
で

無
く
、
生
涯
を
通
じ
て
の
友
が
出
来
た

り
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
と
も
幅
広
く
交
流
で
き

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
遡
り
ま
す
と
家
族
は
大
家
族

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
経
済
の
発
展

に
伴
い
核
家
族

〈
、
そ
し
て
現
代
は
家

族
に
お
い
て
も
人
問
関
係
が
希
薄
化

を
超
え
る
参
加
者
を
集
め
、
近
年
に
な

い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
２
年

目
を
迎
え
た
城
北
祭
実
行
委
員
会
を
初

め
、
協
力
さ
れ
た
各
団
体
お
よ
び
個
人

に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

通
常
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
き
ま
し
て

は
、
ま
ず
、
文
化
会
所
属
の
機
械
工
学

研
究
部
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
克

同
部

は
、
か
わ
さ
き
ロ
ボ
ン
ト
競
技
大
会
で

「デ
ザ
イ
ン
賞
」
を
授
質
し
、
ベ
ス
ト

３２
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
な
お
、
同

部
は
城
戒
祭
学
術
研
究
部
門
に
お
い
て

学
長
賞
を
授
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

文
化
会
演
劇
部
も
、
劇
団
名
を

「劇
団

か
ん
き
船
」
と
あ
ら
た
め
て
１。
年
目
を

迎
え
、
記
念
公
演
を
精
力
的
に
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、

「あ
さ
ひ
福
祉
ま

つ
り
」
に
は
、
ア
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
部
、
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
教
育
研
発
会
や
新
し
い
ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
参
加

し
、
地
域
住
民
と
ク
ラ
ブ

・
サ
ー
ク
ル

と
の
融
和
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、

「旭
区
民
ま
つ
り
」
で
は
応
用

化
学
研
究
部
の
ミ
る
フ
イ
ム
つ
く
り
、や

し
、
個
人
主
義
が
横
行
す
る
時
代
と

な

つ
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
な
人
格
の

形
成
が
自
然
に
は
身
に
付
か
な
く
な

つ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
い
う

も
の
（
意
識
的
に
参
画
す
る
事
が
必
要

に
な
つ
て
い
ま
克

我
が
応
援
団
は
、
団
体
と
し
て
の
活

動
は
工
大
の
発
展
を
目
的
と
し
た
行
事

へ
の
応
援
・
支
援
で
あ
り
ま
す
が
、
団

員
個
人
と
し
て
は
自
己
の
人
間
形
成
で

あ
り
、
お
薦
め
で
き
る
ク
ラ
ブ
活
動
の

巧

で
あ
り
ま
克

学
生
の
皆
さ
ん
は
自
由
で
有
り
た
い

と
考
え
て
居
ら
れ
る
事
で
し
ょ
う
が
、

自
由
と
は
何
に
で
も
チ
ヤ
レ
ン
ジ
で
き

る
事
で
あ
り
、
気
ま
ぐ
れ
な
事
で
は
有

り
ま
せ
ん
。
数
年
間
の
最
後
の
学
生
生

活
で
す
。
是
非
、
し
っ
か
り
し
た
目
的

を
持

っ
て
有
意
義
に
過
ご
し
て
戴
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｏ
Ｃ
Ｆ
土
木
技
術
研
究
部
の
ミ土
木
模
型

に
よ
る
実
験
、
は
、
所
瞬
の
子
供
達
に
大

変
な
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
は
、
先
に
高
齢
者
交

通
安
全
大
会
な
ど
に
協
力
し
た
長
年
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
対
し
、
大
阪
府

警
本
部
よ
り
感
謝
状
を
送
ら
れ
ま
し

た
。
茶
道
部
も
、
学
外
で
茶
会
を
催

し
、
指
定
強
化
ク
ラ
ブ
と
し
て
堅
実
な

活
動
を
し
て
い
ま
克

体
育
会
で
は
、
伝
統
の
あ
る
空
手
道

部
が
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
サ
ー
ク
ル
で
は
創
部

問
も
な
い
テ
コ
ン
ド
ー
部
も
全
国
大
会

出
場
を
決
め
ま
し
た
。
武
道
系
の
２
団

体
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

他
大
学
で
は
新
入
部
員
の
減
少
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
で
、
本
学
で

は
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
部
員
数
を
減
ら
す

こ
と
な
く
頑
張

つ
て
い
ま
す
。
昔
か

ら
、
数
は
力
と
い
わ
れ
ま
す
の
で
、
一
】
の

数
が
や
が
て
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

成
果
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
「
応
援
団
も
、
昔
の
勢
い
を
取
り
戻

し
て
も
ら
う
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

お弁当・オードプルの御注文は

ザ・ほっかほか
玉屋工大前店ヘ
御利用下さい

御予約承ります TEL(6955)1424

木のかおりのコーヒーハウス

8υ
工 大 束 門 通 り

大阪市 AB」 区中宮 5丁 目 5-18
TEL 06-6955-4165

9:00 AM～ 9:00 PM

井物,定食いろいろあります
ボリュームたっぷり華竹味

週間サービス実施中

大阪市旭区中宮5丁 目6-12
TEL 6957-3686

竹革

居洒屋

まん ま。
各市商店街内

大阪市旭医今市 1-18-20
TEL 6954-3033
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茶
道
の
お
薦
め

茶
道
部

文
化
会
茶
道
部
は
昭
和
四
十

一
年
に

発
足
し
て
以
来
、
学
内
外
の
人
々
に
少

し
で
も
茶
逆
の
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
活
動
を
行
な
つ
て
き
た
。

茶
道
部
の
活
動
は
、
総
合
部
室
セ
ン

タ
ー
五
階
の
茶
室
で
行
な
わ
れ
、
四
月

に
新
入
生
歓
迎
茶
会
、
六
月
に
新
人
茶

会
、
十
月
に
月
見
茶
会
、
十

一
月
の
学

囲
祭
中
に
行
な
わ
れ
る
半
内
茶
会
、　
一

月
の
初
釜
と
い
う
よ
う
に
茶
会
を
開
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
茶
会
は
学
内
で
開

か
れ
る
が
、
毎
年
十

一
月
に
■
外
で
学

外
茶
会
を
開
い
て
い
る
他
、
茶
道
の
作

法
の
指
導
を
受
け
て
い
る
お
茶
の
先
生

の
手
伝
い
な
ど
で
、
様
々
な
茶
会
に
出

席
し
て
い
る
。
こ
っ
し
た
茶
会
が
茶
道

部
の
日
々
の
活
動
の
成
果
を
試
す
場
と

な
っ
て
お
り
、
■
内
茶
会
に
お
い
て
は

我
々
が
茶
道
の
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
機

会
に
も
な

っ
て
い
る
。

茶
道
部
の
日
々
の
柑
古
は
毎
週
月

・

木
曜
日
に
あ
り
、
割
荷
古
と
呼
ば
れ
る

一
基
本
的
な
動
作
や
作
法
の

一
つ
一
つ
を

習
得
す
る
た
め
の
枯
古
を
行
な
い
、
技

能
の
向
上
を
目
差
す
と
共
に
、
茶
道
の

文
化

（
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
稽
古
に
励
み
、

茶
道
の
文
化
を
拡
め
て
く
れ
る
こ
と
に

期
待
し
た
い
。
ま
た
、
皆
さ
ん
も
茶
道

部
の
茶
会
に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

去
る
平
成
十
四
年
十
月
十
三
日
、
東

淀
川
体
育
館
に
於
い
て
関
西
国
の
十
六

大
手
の
参
加
に
よ
り
、
全
関
西
大
学
空

手
道
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
た
。

工
大
笙

具
本空
手
道
部
は
日
頃
の
稽

古
の
成
果
を
発
揮
し
て
五
年
ぶ
り
に
べ

ス
ト
８
に
残
り
、
十

一
月
二
十
四
日
に

行
わ
れ
る
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権

大
会
出
場
を
決
め
た
。

こ
の
大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の

団
体
戦
五
名
で
行
わ
れ
る
。
ル
ー
ル
は

四
ポ
イ
ン
ト
先
取
で
、
上
段
蹴
り
、
上

段
回
し
蹴
り
は
ニ
ポ
イ
ン
ト
で
、
そ
れ

以
外
は

一
ポ
イ
ン
ト
、
場
外
は
三
度
目

よ
り

一
ポ
イ
ン
ト
ず

つ
加
算
さ
れ
て
い

き
、
ロ
ー
キ
ン
ク
は
反
則
。
腹
あ
て
、

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
装
着
し
て
戦
う
。

一
回
戦
で
は
、
関
西
学
院
大
学
と
対

戦
。
先
鋒
の
江
田
卓
矢
選
手

（Ｉ
Ｋ

型
）
次
鋒
の
糸
谷
知
剛
選
手

（Ｂ
３
）

と
二
戦
統
け
て
勝
利
す
る
。
し
か
し
、

中
堅
の
若
谷
卓
選
手

（Ｃ
■
）
副
将
の

岩
本
昌
樹
選
手

（Ｉ
Ｂ
４
）
と
敗
れ
、

相
手
に
並
ば
れ
た
が
、
大
将
の
野
々
村

淳
選
手

（Ｉ
Ａ
４
）
が
勝
利
し
二
回
戦

進
出
を
決
め
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
。
二

回
戦
は
天
理
大
学
と
対
戦
。
天
理
戦
で

は
五
―
〇
と
大
敗
を
喫
し
た
。
こ
の
悔

し
さ
は
全
日
本
大
会
で
晴
ら
す
こ
と
だ

ろ
う
。
全
日
本
大
会
の
初
戦
は
東
京
農

業
大
学
と
の
対
戦
が
決
ま
っ
て
い
る
。

河
合
信
哉
主
将

（Ｋ
３
）
は
全
日
本

大
会
の
目
標
を
ベ
ス
ト
８
以
上
と
意
気

込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

体
古
会
空
手
道
部
は
、
昨
年
二
部
の

大
会
で
ベ
ス
ト
４
の
成
績
を
収
め
、　
一

部
昇
格
を
決
め
た
。
そ
し
て
今
年
関
西

大
会
で
ベ
ス
ト
８
に
入
っ
た
。
全
日
本

大
会
で
も
良
い
結
果
を
残
す
こ
と
は
問

逮
い
な
い
。

ま
た
、
平
成
十
四
年
十
月
二
十
六
日

に
、
人
尾
市
民
体
育
大
会
空
手
道
の
部

で
も
、
工
大
体
育
会
空
手
道
部
は
見
芋

な
活
既
を
見
せ
て
く
れ
た
⇔
組
手
有
段

空
手
道
部
躍
進

の
よ
う
な
大
会
で
優
勝
を
決
め
た
事
は

見
事
な
成
果
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
二
十
三
回
西
日
本
カ

ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
選
手
権
大
会
の
男
子

Ｋ
Ｉ
■
の
二
部
で
は
堀
内
陽
介
選
手

（
Ｄ
■
）
が
準
優
勝
と
い
う
成
績
で

あ
つ
た
。
堀
内
選
手
は
カ
ヌ
ー
の
経
験

は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
の
約
六
ケ
月
問

で
あ
り
、
そ
れ
で
準
優
勝
を
決
め
た
事

は
、
今
後
益
々
期
待
が
も
て
る
。
堀
内

謎
手
の
次
の
目
標
は
国
体

へ
の
出
場
で

あ
り
、
是
非
頑
張
つ
て
頂
き
た
い
。

カ
ヌ
ー
部
は
週
四
日
、
大
～
木
曜
日

は
淀
川
で
、
大
会
前
の
体
日
練
習
は

ゲ
ー
ト
の
は
っ
て
あ
る
瀬
田
川
で
練
習

を
積
み
重
ね
て
き
た
。
今
後
の
カ
ヌ
ー

部
の
よ
り

一
層
の
活
配
を
期
待
し
た
い
。

は
中
段
突
き
の
み
で
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で

き
れ
い
に
き
ま
ら
な
い
と
ポ
イ
ン
ト
は

と
れ
な
い
。

上
級
の
部
バ
ン
タ
ム
級
は
参
加
人
数

は
約
十
人
で
、
真
岡
選
手
は

一
回
戦

・

二
回
戦
と
も
順
調
に
勝

つ
た
が
、
三
回

戦
準
決
勝
で
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い

三
位
と
な

っ
た
。
上
級
の
部
フ
イ
ン
級

三
〇
回
独
重
奏
会
を
控
え

て

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
部

ク
ラ
シ
ン
ク
ギ
タ
ー
部
は
部
員
数
十

六
名
と
少
な
め
だ
が
、
部
員
の
結
束
カ

が
強
く
、　
一
致
団
結
し
て
日
々
の
練
習

や
、
演
奏
会
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
部
は
歌
を
歌
う

部
で
は
な
く
、
純
粋
に
ギ
タ
ー
の
音
色

を
奏
で
る
部
で
あ
る
。
演
奏
に
は
ク
ラ

シ
ン
ク
ギ
タ
ー
を
使
い
、
ピ
ン
ク
は
使

わ
ず
爪
を
使

っ
て
弾
く
。

主
な
活
動
は
六
月
の
独
重
奏
会
と
十

一
月
の
定
期
旗
奏
会
で
あ
る
。
独
重
奏

会
で
は
二
重
奏
か
独
奏
で
の
演
奏
を
行

な
・免

定
期
演
奏
会
で
は
、
三
二
奏

・

独
奏
に
加
え
、
部
貝
全
員
に
よ
る
大
合

奏
も
あ
り
、
ク
ラ
シ
ン
ク
ギ
タ
ー
の
魅

力
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
こ

の
二
つ
の
演
泰
会
の
他
に
今
年
は
十
月

に
城
北
公
囲
で
行
な
わ
れ
た
旭
福
祉
ま

つ
り
で
も
演
奏
を
技
露
し
た
。

こ
の
よ
う
な
演
奏
会
に
向
け
日
々
、

う
ま
く
由
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
ギ

タ
ー
の
弦
を
弾
い
て
い
る
。
今
年
か
ら

は
、
プ
ロ
の
指
導
を
受
け
て
お
り
、
プ

ロ
の
指
導
の
効
果
に

つ
い
て
尋
ね
る

と
、
ギ
タ
ー
の
音
色
に
今
ま
で
以
上
の

表
現
力
が
付
き
、　
一
層
の
向
上
心
と
自

信
が
湧
い
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
部
が
行
な

つ
て

き
た
独
重
奏
会
も
来
年
で
二
十
回
目
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
折
り
に
は

め
ざ
ま
し
い
上
達
を
見
せ
る
彼
ら
の
演

奏
を
、
是
非
聞
き
に
行
っ
て
も
ら
い
た

い
。

十
月
人
口
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
信

州
犀
川
カ
ヌ
ー
大
会
と
、
十

一
月
二
日

に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
三
回
西
日
本
カ

ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
選
手
権
大
会
に
て
工

大
カ
ヌ
ー
部
は
見
李
な
成
績
を
収
め

た
⇔全

日
本
信
州
犀
川
カ
ヌ
ー
大
会
で
は

石
田
雅
信
選
手

（Ｉ
Ｍ
４
）
が
優
勝
、

奥
田
雄
二
選
手

（Ｉ
Ｍ
４
）
が
準
優
勝

と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
た
。

こ
の
大
会
で
の
ル
ー
ル
は
川
の
コ
ー

ス
に
設
置
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
を
次
々
と
く

ぐ
つ
て
い
き
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
で
あ

る
。　
コ
ー
ス
に
は
ゲ
ー
ト
だ
け
で
な

く
、
ポ
ー
ル
も
あ
り
、
そ
の
ポ
ー
ル
に

一
つ
触
れ
る
毎
に
タ
イ
ム
が
二
秒
加
算

さ
れ
て
い
く
。
又
、
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
れ

な
か
つ
た
場
合
、　
一
つ
に
つ
き
五
十
秒

加
算
さ
れ
て
い
く
と
い
う
ル
ー
ル
で
あ

る
。
こ
の
大
会
は
学
生
の
み
の
大
会
で

は
な
く
、　
一
般
の
人
も
参
加
す
る
大
会

で
、
出
場
者
の
年
齢
制
限
も
な
い
。
そ

今
後
益
々
楽
し
み

カ
ヌ
ー
部

合
気
拳
道
部

二
月
六
日

空
手
道
国
際
交
流
大
会

十
河
選
手
三
位

（於

・
向
日
市
民
体
育
館
）

ア
イ
ス
ホ
ン
ケ
ー
部

人
月
十
九
日

挑
山
学
院
大
学
定
期
戦

人
対
六
で
工
大
勝
利

（於

・
臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

泄
艇
部

六
月
人
日
～
六
月
九
日

関
西
学
生
ボ
ー
ト
選
手
椛

男
子
エ
イ
ト
決
勝
進
出

（於

・
瀬
田
油
艇
場
）

将
棋
都

五
月
二
十
五
日

・
二
十
六
日

学
生
名
人
戦
　
嶋
田
選
手
ベ
ス
ト
８

（於

・
東
京
将
棋
会
館
）

軽
音
楽
部

六
月
二
十
二
日

ジ

ヨ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

大
阪
女
子
大
学
合
同

（於

・
ア
メ
リ
カ
村
サ
ン
ホ
ー
ル
）

機
械
工
学
研
究
部

人
月
二
十
四
日

ｏ
二
十
五
日

か
わ
さ
き
ロ
ボ
ツ
ト
競
技
大
会

ノミ
ト
ル
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

敢
闘
賞

ニ
ア
ザ
イ
ン
贅
獲
得

（於

・
川
崎
市
産
業
振
興
会
館
）

者
の
部
に
於
い
て
、
若
谷
選
手
が
見
事

優
勝
、
野
々
村
選
手
が
三
位
に
入
賞

し
、
組
手
段
無
し
の
部
で
は
一け
島
大
輔

選
手

（Ａ
２
）
が
優
勝
と
い
う
成
績
を

収
め
た
。

ル
ー
ル
は
、
四
ポ
イ
ン
ト
先
取
で
上

段
蹴
り
三
ポ
イ
ン
ト
、
中
段
蹴
り
ニ
ポ

イ
ン
ト
、
そ
れ
以
外
は

一
ポ
イ
ン
ト
で

換
算
さ
れ
場
外
は
三
度
目
よ
り

一
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
、
グ
ツ
ン
し
て
テ
ン
カ
ウ

ン
ト
を
取
ら
れ
る
と
負
け
に
な
る
。
防

具
は
拳
サ
ポ
ー
タ
ー
、
胴
サ
ポ
ー

タ
ー
、
キ
ン
カ
ツ
プ
、

メ
ン
ホ
ー
と
い

う
面
を
若
用
し
て
対
戦
が
行
な
わ
れ

る
。四

十
人
程
度
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た

有
段
者

の
部
で
優
勝
し
た
若
谷
選
手

は
、
高
校
の
時
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
組
手

ベ
ス
ト
８
、
形
三
位
と
い
う
実
力
の
持

ち
主
。
決
勝
の
相
手
は
準
決
勝
で
野
々

村
選
手
を
敗
っ
た
関
西
個
人
ベ
ス
ト
４

の
大
阪
経
済
大
手
の
田
村
選
手
だ

っ

た
。
若
谷
選
手
は
田
村
選
手
が

一
番
の

強
敵
だ

っ
た
と
試
合
を
振
り
返
っ
て
い

た
。
最
後
に
抱
負
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「全
日
本
で
出
る
試
合
全
部
勝
ち
ま

す
。

」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

組
手
段
無
し
の
部
で
優
勝
し
た
一Ｄ
馬

選
手
は
、
大
会
を
振
り
返
っ
て
同
部
内

の
高
増
卓
矢
先
取

（Ｍ
■
）
と
の
決
勝

戦
が

一
番
苦
戦
を
し
た
と
の
こ
と
だ
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

「次
は
有
段
の
部
で
優
勝
す
奄

」
と

冷
静
に
語
つ
て
く
れ
た
。

こ
の
様
に
、
体
育
会
空
手
道
部
で

は
、
先
輩
の
意
気
込
み
と
い
う
も
の
が

し
っ
か
り
と
後
輩
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

特
に
今
年
の
こ
の
輝
か
し
い
成
果
が
あ

る
の
は
、
後
輩
を
引
っ
張
つ
て
行
く
先

輩
と
、
そ
の
先
輩
の
厳
し
い
指
導
に
耐

え
抜
い
て
行
く
後
輩
と
い
う
よ
う
に
部

内
が

一
九
と
な

つ
て
目
標
に
向
か
い

日
々
精
進
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
空
手
道
部
に
は
更
な
る
配
進
が
期

待
で
き
る
で
あ
ろ
】鬼

今
年
、
大
阪
工
業
大
学
に
テ

コ
ン

ド
ー
都
と
い
う
新
た
な
部
が
発
足
し

た
。
テ
コ
ン
ド
ー
部
は
二
年
前
に
合
気

拳
道
部
か
ら
分
か
れ
、
学
生
科
所
属
の

山
下
博
行
氏
、
現
主
将
の
真
岡
一缶
史
氏

（Ｄ
３
）
が
部
員
を
募
り
現
在
部
員
は

十
九
名
と
発
展
し
た
。
テ
コ
ン
ド
ー
部

は
去
年
か
ら
大
会

へ
参
加
を
し
て
お

り
、
昨
年
度
は
四
国
オ
ー
プ
ン
テ
コ
ン

ド
ー
大
会

・
男
子
六
十
人
ｋｇ
級
三
位
、

テ
コ
ン
ド
ー
ゲ
ー
ム

・
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ラ

ス
五
十
人
唯
級
三
位

・
ル
ー
キ
ー
ク
ラ

ス
二
十
人
ｋｇ
級
三
位

・
六
十
人
に
級
三

位
、
仝
日
本
■
生
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権

大
会
男
子
バ
ン
ダ
ム
級
三
位

・
女
子
フ

ラ
イ
級
三
位
な
ど
好
成
絞
を
収
め
て
い

る
Φそ

し
て
今
年
も
見
事
な
成
紋
を
残
し

て
い
る
。
十
月
十
二
日
に
行
な
わ
れ
た

第
二
十
回
全
日
本
テ
コ
ン
ド
ー
新
人
選

手
権
大
会
に
お
い
て
、
主
将
の
英
岡
岳

史
選
手
が
上
級
の
部
バ
ン
タ
ム
級
三

位
、
三
宅
辰
徳
選
手

（Ｄ
３
）
が
上
級

の
部
フ
イ
ン
級

一
位
（
加
藤
統
久
選
手

（Ｂ
２
）
が
初

・
中
級
の
部
フ
ラ
イ
級

一
位
と
な

つ
た
。
こ
の
大
会
に
は
三
百

人
以
上
の
選
手
が
参
加
し
て
お
り
、
上

級
の
部
、
初

・
中
級
の
部
と
分
け
ら
れ

て
い
る
。
上
級
の
部
で
は
黒
帯

（有
段

者
）
と
赤
帯

（
一
～
三
級
）
の
選
手
が

出
場
し
、
初

・
中
級
の
部
で
は
人
級
以

上
の
選
手
が
出
場
す
る
振
り
分
け
と

な

つ
て
い
る
。
又
、
体
重
別
に
分
け
ら

れ
、
真
岡
選
手
の
出
場
し
た
バ
ン
タ
ム

級
と
は
二
十
人
にｇ
～
六
十
二
に
、
三
宅

選
手
の
出
場
し
た
フ
イ
ン
級
と
は
五
十

四
唯
以
下
、
加
藤
選
手
の
出
場
し
た
フ

ラ
イ
級
と
は
五
十
四
ｋｇ
～
五
十
人
瞳
の

事
を
指
す
。
試
合
の
ル
ー
ル
を
説
明
す

る
と
、
試
合
は

一
ラ
ウ
ン
ド
三
分
が
二

ラ
ウ
ン
ド
あ
り
、
ラ
ウ
ン
ド
問
の
イ
ン

タ
ー
バ
ル
は
二
十
秒
、
勝
敗
は
ニ
ラ
フ

ン
ド
が
終
わ
つ
た
時
点
の
ポ
イ
ン
ト
で

決
め
る
か
Ｋ
．
Ｏ
を
す
る
か
ど
ち
ら
か

で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
中
段
蹴
り
が

一

ポ
イ
ン
ト
、
上
段
蹴
り
が
ニ
ポ
イ
ン

で
は
約
十
九
人
が
参
加
し
て
お
り
、
三

宅
選
手
は
そ
の
中
を
順
当
に
勝
ち
進

み
、
優
勝
を
手
に
入
れ
た
。
初

・
中
級

の
部
フ
ラ
イ
級
で
は
約
二
十
名
の
選
手

が
参
加
し
て
い
た
。
加
藤
選
手
は

一
回

戦
で
は
緊
張
か
ら
か
、
追
い
込
ま
れ
か

け
た
が
、
そ
の
後
は
緊
張
も
解
け
勝
ち

統
け
優
勝
と
な

つ
た
。
こ
の
三
名
の
選

手
は
以
上
の
成
績
を
残
し
、
十

一
月
二

十
四
日
に
行
な
わ
れ
る
第
二
十
二
回
全

日
本
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
に
出
場

す
る
事
が
決
定
し
た
⇔
こ
の
大
会
は
上

級

・
中
級

・
初
級
関
係
無
し
に
行
な

い
、
幾
多
の
強
豪
が
集
ま
る
。
こ
れ
ら

二
名
の
選
手
は
ま
ず
初
戦
突
破
を
目
指

し
少
し
で
も
多
く
の
強
敵
を
倒
し
て
い

く
と
語
っ
て
く
れ
た
。

テ
コ
ン
ド
ー
部
は
来
年
か
ら
体
育
会

に
所
属
す
る
事
が
決
定
し
て
い
る
。
活

動
は
盛
ん
に
な
り
、
部
員
た
ち
も
益
々

力
を
付
け
て
い
る
。
今
後
の
更
な
る
活

躍
に
注
目
し
よ
う
。

ア
コ

ン
ド
I

苦『
発
足

洗
9

ま

Щ

全

れ

ひとつ ひた0ら丁寧に
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碑っつ 許ごとお整髪棟術

〒=535-0002

大阪市旭区大宮 3-2-15
TEL.06-6951-0209

リカ ー シ ョップ

田 中 酒 店

大阪市旭区大宮 3丁 目 1番 41号

電 話 06(951)2953番

大 宮 神 社 西

パ チ ン コ
パ チ ス ロ

パーラー大丸
新 装 開店

大工大生のアイドル

大阪工大正門前通り TEL 6952-2854

ご入学・ご結婚・お誕生日のお祝いやお仏花等

景 花 国
TEL/FAX 06-6953-0313・ (自 宅)6952-6984

大阪市旭区大宮4丁目8-18 ポパイハイツlII号
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